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ル
ネ
・
シ
ュ
メ
ー
編
曲
「
春
の
海
」
を
め
ぐ
っ
て

森
　
本
　
美
恵
子

末
　
永
　
理
恵
子

一
、
作
品
の
成
立

　
「
春
の
海
」
は
宮
城
道
雄
の
代
表
作
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
昭

和
五
年
の
宮
中
歌
会
始
の
勅
題
「
海
邊
巌
」
に
因
ん
で
昭
和
四
年
十
二
月

に
作
曲
、
尺
八
吉
田
晴
風
、
箏
宮
城
道
雄
に
よ
る
試
演
の
後
、
翌
年
一
月

二
日
、
放
送
初
演
さ
れ
た
。
宮
城
自
身
、「
瀬
戸
内
海
の
島
々
の
綺
麗
な

感
じ
…
…
の
ど
か
な
波
の
音
と
か
、
船
の
艫
を
漕
ぐ
音
と
か
、
ま
た
、
鳥

の
声
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
お
り
込
ん
だ
」（
註
１
）
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、

標
題
音
楽
の
性
格
が
強
い
。
ま
た
、
西
洋
音
楽
風
の
形
式
、
旋
律
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
、
伝
統
邦
楽
の
系
列
に
属
す
る
も
の
で
は
な

い
。
須
永
克
己
は
「
宮
城
氏
の
此
の
曲
は
氏
の
作
曲
の
中
で
は
唯
一
つ
の

小
曲
に
過
ぎ
ず
、
又
格
別
傑
作
で
あ
る
と
も
言
へ
な
い
」（
註
２
）
と
言
う
が
、

こ
の
作
品
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
七
年
に
来
日
し
た

ル
ネ
・
シ
ュ
メ
ーR

en
ée C

h
em

et 

が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
筝
の
た
め
に

編
曲
し
て
新
鮮
な
魅
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
が
海
外
で
も
発
売

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

シ
ュ
メ
ー
の
経
歴

ル
ネ
・
シ
ュ
メ
ー
は
、
一
八
八
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
＝

シ
ュ
ル
＝
セ
ー
ヌ
（
現
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
＝
ビ
ヤ
ン
ク
ー
ル
）
に
生
ま
れ
、
パ

リ
音
楽
院
で
ベ
ル
ト
リ
エH

. B
erth

elier

に
学
ん
だ
。
早
く
か
ら
そ
の

才
能
を
認
め
ら
れ
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
ニ

キ
シ
ュ
）、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
（
同
）、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
・
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
管
弦
楽
団
（
メ
ル
ゲ
ル
ベ
ル
ク
）
な

ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
管
弦
楽
団
と
共
演
し
、
一
九
二
一
年
か
ら
は
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ア
メ
リ
カ
で
も
本
格
的
に
演
奏
活
動
を
開
始
す
る
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
多
数
の
レ
コ
ー
ド
録
音
を
手
掛
け（
註
４
）、
ま
た
、

一
九
二
五
年
、
放
送
局
と
の
提
携
に
乗
り
出
し
た
ヴ
ィ
ク
タ
ー
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
ラ
ジ
オ
・
シ
ョ
ウ
に
出
演
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
成
功
し
た
最

初
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
使
用
楽
器
は
ニ
コ
ラ
・
ガ
リ
ア
ー

ノ（
註
４
）。
夫
は
イ
ザ
イ
の
伴
奏
で
知
ら
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ド
ク
リ
ュ
ー

ズ
（
ド
ク
ル
ー
）C. D

ecreu
s

で
あ
る
。

シ
ュ
メ
ー
の
来
日

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
四
月
七
日
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
サ
イ
ド
ロ
ー
ヴ

ァA
. Seid

lo
va

を
伴
っ
て
来
日
し
た
シ
ュ
メ
ー
は
、
四
月
末
か
ら
四
夜

に
わ
た
っ
て
東
京
劇
場
で
「
シ
ュ
メ
ー
女
史
提
琴
大
演
奏
會
」
を
開
催
し

た
。
曲
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
プ
ロ
グ
ラ
ム
記
載
に
よ
る
。
欧
文
略
）

第
一
夜
（
四
月
二
十
九
日
）

ヘ
ン
デ
ル
作
曲
「
奏
鳴
曲　

ニ
長
調
」　

ピ
ユ
ー
ニ
ヤ
ー
ニ
イ
作
曲
「
前

奏
曲 

ア
レ
グ
ロ
調
」　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
メ
ヌ
エ
ツ
ト
調
」　

ボ
ケ
リ
ー
ニ
イ
作
曲
「
ア
レ
グ
レ
ツ
ト
調
」　

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲
「
回

旋
曲
」　

シ
オ
ー
ッ
ソ
ン
作
曲
「
詩
曲
」　

デ
・
フ
ァ
リ
ア
作
曲
「
通
俗

的
組
曲
﹇
ス
ペ
イ
ン
民
謡
組
曲
﹈」﹇
抜
粋
﹈　

ワ
ー
グ
ネ
ル
原
作
ヴ
イ

ル
ヘ
ー
ル
ミ
イ
編
曲
「
小
曲
」　

ヴ
イ
エ
ー
ニ
ア
ヴ
ス
キ
イ
作
曲
「
ポ
ロ

ネ
ー
ズ　

イ
長
調
」

第
二
夜
（
四
月
三
〇
日
）

ヴ
イ
ヴ
ア
ル
デ
イ
作
曲
「
協
奏
曲　

イ
短
調
」　

ラ
ロ
ー
作
曲
「
ス
ペ
イ

ン
交
響
曲
」　

セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
作
曲
「
奏
鳴
曲　

イ
長
調
」　

ア

ル
ベ
ニ
ー
ス
原
作
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
編
曲
「
タ
ン
ゴ
」　

ポ
ル
デ
イ
ー
ニ

イ
原
作
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
編
曲
「
踊
る
人
形
」　

デ
・
フ
ァ
リ
ア
原
作
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
編
曲
「
短
か
き
人
生
」

第
三
夜
（
五
月
一
日
）

バ
ツ
ハ
作
曲
「
奏
鳴
曲　

イ
長
調
」　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
奏
鳴
曲

ハ
短
調
」　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
「
協
奏
曲　

ホ
短
調
」

第
四
夜
（
五
月
二
日
）

ヘ
ン
デ
ル
作
曲
「
奏
鳴
曲　

ホ
長
調
」　

バ
ツ
ハ
作
曲
「
パ
ル
テ
イ
ー
タ

ト
短
調
」　

ラ
ロ
ー
作
曲
「
協
奏
曲　

ヘ
短
調
」　

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作

曲
「
序
奏
部
と
狂
想
的
回
旋
曲
」　

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
原
作
ク
ラ
イ
ス

プログラム（4.29〜 5.2）
明治学院大学日本近代音楽館蔵
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ラ
ー
編
曲
「
ス
ラ
ヴ
舞
踊
曲
」　

ロ
ー
ガ
ン
原
作
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
編
曲

「
蒼
白
き
月
」　

ト
ウ
リ
ナ
原
作
シ
ユ
メ
ー
編
曲
「
ミ
ラ
マ
ー
ル
」

　

当
時
国
内
で
発
売
さ
れ
て
い
た
シ
ュ
メ
ー
の
レ
コ
ー
ド
は
、「
ミ
ネ
ト

ン
カ
の
湖
畔
に
て
」
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
春
の
歌
」
な
ど
小
品
ば
か

り
で
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
は
い
え
、
協
奏
曲
な
ど
の
大
規
模
作
品
や
ソ
ナ
タ

な
ど
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
音
楽
の
主
流
を
な
す
諸
作
品
に
触
れ
た
聴
衆
は
、

世
界
的
演
奏
家
の
技
術
に
、
そ
の
音
楽
表
現
に
感
嘆
し
、
魅
了
さ
れ
た
。

五
月
四
日
に
は
、
シ
フ
ェ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
指
揮
日
本
放
送
交
響
楽
団
（
新
交

響
楽
団
）
と
の
共
演
で
、
ラ
ロ
「
ス
ペ
イ
ン
交
響
曲
」（
抜
粋
）、
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス
「
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
チ
オ
ー
ソ
」
が
放
送
さ
れ
た
。

「
春
の
海
」
編
曲
の
経
緯

　

シ
ュ
メ
ー
は
幼
時
よ
り
日
本
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
近
代

的
設
備
よ
り
「
本
当
の
日
本
の
姿
が
見
た
い
」（
註
６
）
と
い
う
シ
ュ
メ
ー

は
、
当
然
、
日
本
の
音
楽
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
（
註
７
）。
そ
の
希
望

を
聞
い
た
須
永
克
己
の
仲
介
で
、
シ
ュ
メ
ー
は
宮
城
道
雄
を
訪
ね
、
筝
曲

を
聴
く
。
演
奏
さ
れ
た
の
は
小
曲
五
六
種
、
古
曲
二
三
曲
、「
溪
間
の
水

車
」「
春
の
海
」
だ
と
い
う
（
註
８
）。「
春
の
海
」
が
殊
の
ほ
か
気
に
入
っ
た

シ
ュ
メ
ー
は
、
そ
の
後
二
回
、
宮
城
と
の
練
習
を
重
ね
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

編
曲
を
仕
上
げ
た
。
初
演
は
五
月
三
十
一
日　

日
比
谷
公
会
堂
、
東
京
に

お
け
る
シ
ュ
メ
ー
告
別
演
奏
会
で
あ
る
。
曲
目
は
、
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
「
ソ

ナ
タ 

ト
短
調
」、
プ
ニ
ャ
ー
ニ
（
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
編
曲
）「
前
奏
曲
と
ア

レ
グ
ロ
」、
ブ
ル
ッ
フ
「
協
奏
曲 

ト
短
調
」、「
春
の
海
」、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
「
協
奏
曲 

ホ
短
調
」。
満
場
の
観
客
の
中
、
四
曲
目
の
「
春
の
海
」

は
ア
ン
コ
ー
ル
で
再
び
演
奏
さ
れ
た
。

　

宮
城
道
雄
ら
の
新
日
本
音
楽
運
動
に
お
い
て
、
洋
楽
器
を
使
用
す
る
こ

と
自
体
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
昭
和
六
年
、
大
日
本
家
庭
音
楽
会
か

ら
出
版
さ
れ
た
「
春
の
海
」
の
楽
譜
に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
で

演
奏
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の

新
日
本
音
楽
の
作
曲
家
、
演
奏
家
は
、
そ
の
演
奏
技
術
、
表
現
方
法
に
お

い
て
洋
楽
器
の
能
力
を
充
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。「
春

の
海
」
は
、
そ
の
楽
器
を
知
り
尽
く
し
た
一
流
の
演
奏
家
の
手
に
よ
っ
て

編
曲
さ
れ
、
邦
楽
演
奏
家
と
の
合
奏
に
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
新
た
な

生
命
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
七
月
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
た
シ
ュ
メ
ー
編
曲
「
春
の

海
」
は
、
年
末
に
は
一
万
数
千
を
売
り
上
げ
（
註
９
）、
未
曾
有
の
大
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
。
一
方
、
楽
譜
は
、「
上
野
の
ポ
ラ
ッ
ク
教
授
の
編
輯
を
受
け

て
保
存
さ
れ
る
」（
註
10
）
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
ど
こ
に
保
存
さ
れ
た

の
か
判
然
と
し
な
い
。

　

離
日
後
の
シ
ュ
メ
ー
に
つ
い
て
、
情
報
は
非
常
に
少
な
い
。
一
九
三
三

年
九
月
十
九
日
、
一
九
三
五
年
九
月
七
日
、
一
九
三
七
年
九
月
十
日
の
Ｂ

Ｂ
Ｃ
プ
ロ
ム
ス
へ
の
出
演
記
録
（
註
11
）
と
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
、

ユ
ネ
ス
コ
国
際
民
族
音
楽
舞
踊
祭
に
参
加
し
た
宮
城
道
雄
が
フ
ラ
ン
ス
で
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シ
ュ
メ
ー
と
再
会
し
た
こ
と
を
伝
え
る
報
道
の
み
で
あ
る
。（
註
12
）

　

昭
和
二
十
八
年
、
若
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ス
タ
ー
ンI. Stern
が

初
来
日
、
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た
。
歓
迎
会
の
席
上
で
聴
い
た
宮
城
道
雄

の
演
奏
に
感
銘
を
受
け
た
ス
タ
ー
ン
は
、
演
奏
旅
行
終
盤
の
十
月
二
十
七

日
、
宮
城
と
「
春
の
海
」
を
共
演
す
る
。
二
月
に
邦
楽
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
ば
か
り
の
楽
譜
が
提
供
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
シ
ュ
メ
ー
の
編
曲
か
ら

お
よ
そ
二
十
年
、
ス
タ
ー
ン
は
シ
ュ
メ
ー
版
の
存
在
を
知
ら
ず
、
そ
れ
を

知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、「
来
日
し
た
外
国
人
の
演
奏
家
が
こ
う

い
う
共
演
を
や
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
」（
註
13
）
と
述
べ
て

い
る
。（

註
１
）　

宮
城
道
雄「『
春
の
海
』の
こ
と
な
ど
」『
新
編
春
の
海
』四
〇
頁
。

（
註
２
）　

須
永
克
己
「
邦
樂
演
奏
會
批
評　

シ
ュ
メ
ー
女
史
提
琴
獨
奏

會
―
宮
城
道
雄
氏
等
伴
奏
出
演
―
」
一
一
一
頁
。

（
註
３
）　
「
樂
壇
萬
華
鏡
」『
音
楽
世
界
』
四
巻
五
号
（
昭
和
七
年
五
月
）、

六
三
頁
。

（
註
４
）　

こ
の
楽
器
は
そ
の
後
シ
ュ
メ
ー
の
手
を
離
れ
、
一
九
四
〇
年

代
半
ば
に
は
、
創
立
間
も
な
い
ス
ポ
ケ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
（
現
ス
ポ
ケ
ー
ン
交
響
楽
団
）
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
ロ
レ
イ
ンR

. Lo
rrain

e 

が
所
有
し
て

い
た
。（Sp

o
k
an

e D
aily C

h
ro

n
icle. 1947. 1. 8, p

. 16

参

照
）

（
註
５
）　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
Ｎ
・
野
澤
作
成
の
デ
ィ
ク
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
は
九
十
二
件
記
載
。
ヴ
ィ
ク
タ
ー
の
記
録
と
照
合
す
る
と
、

こ
の
う
ち
、
お
よ
そ
十
件
は
シ
ュ
メ
ー
自
身
の
編
曲
で
あ
る
。

「
ル
ネ
・
シ
ュ
メ
ー
と
そ
の
レ
コ
ー
ド
」、R

en
ée C

h
em

et 
(in

stru
m

en
talist: vio

lin
)

参
照
）

（
註
６
）　

Ｎ
記
者
「
シ
ュ
メ
ー
が
語
る
日
本
の
印
象
」
四
二
頁
。

（
註
７
）　

宮
城
の
箏
を
聴
い
た
こ
ろ
、
シ
ュ
メ
ー
は
三
味
線
の
杵
家
弥

ちらしとチケット（5.31）
明治学院大学日本近代音楽館蔵
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七
女
塾
を
訪
れ
て
三
味
線
音
楽
に
触
れ
、「
日
本
芸
術
の
極
地
」

と
感
嘆
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。（「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
女
王
三

味
線
楽
校
杵
家
弥
七
女
塾
を
訪
う
」
参
照
）

（
註
８
）　

宮
城
道
雄
「『
春
の
海
』
の
演
奏
―
シ
ュ
メ
ー
女
史
に
つ
い

て
―
」
二
二
〜
二
三
頁
。

（
註
９
）　

須
永
克
己
「
流
行
兒
宮
城
道
雄
！
―
邦
楽
評
論
―
」
七
三
頁
。

（
註
10
）　

須
永
克
己
「
邦
樂
演
奏
會
批
評　

シ
ユ
メ
ー
女
史
提
琴
獨
奏

會
―
宮
城
道
雄
氏
等
伴
奏
出
演
―
」
一
一
一
頁
。

（
註
11
）　

T
h
e P

ro
m

s arch
ive. P

erfo
rm

ers. R
en

ée C
h
em

et.

（
註
12
） 　
「
海
外
に
活
躍
す
る
音
楽
家　

ル
ネ
・
シ
ュ
メ
ー
と
宮
城
道

雄
氏
」『
音
楽
之
友
』
十
一
巻
十
一
号
（
昭
和
二
八
年
十
一
月
）

（
註
13
）　

ス
タ
ー
ン
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
／
ポ
ト
ク
・
ハ
イ
ム
著
、
大
森
洋
子

訳『
す
ば
ら
し
き
か
な
、
わ
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
人
生
』一
五
二
頁
。

二
、
シ
ュ
メ
ー
版
の
特
徴

　

宮
城
道
雄
「
春
の
海
」
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
演
奏
す
る
こ
と
の
で
き
る

楽
譜
は
複
数
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
シ
ュ
メ
ー
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー

ド
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
シ
ュ
メ
ー
の
編
曲
し
た
楽
譜
そ

の
も
の
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
シ
ュ
メ
ー
と
宮
城
の

演
奏
に
よ
る
録
音
を
採
譜
し
た
ス
コ
ア
を
掲
げ
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に

発
行
さ
れ
た
楽
譜
や
比
較
的
早
い
時
期
の
録
音
と
比
較
す
る
。
比
較
の
対

象
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
楽
譜
〕（
註
１
）

尺
八
ま
た
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
箏

Ａ　

大
日
本
家
庭
音
楽
会
版
（
一
九
三
一
年
九
月
、
二
版
一
九
三
三
年 

二
月
）　

箏
譜
、
五
線
譜
（
ス
コ
ア
）

   Ａ’　

大
日
本
家
庭
音
楽
会
版
（
現
在
刊
行
中
）　

箏
譜
、
五
線
譜
（
ス 

コ
ア
）

Ｂ　

邦
楽
社
版（
一
九
五
三
年
二
月
、
二
版
一
九
五
九
年
五
月
）　

箏
譜
、

五
線
譜
（
ス
コ
ア
お
よ
び
パ
ー
ト
譜
）。
ス
コ
ア
は
尺
八
と
箏
。
付

録
の
パ
ー
ト
譜
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
用
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ま
た
は
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ

　

Ｃ　

龍
吟
社
版
（
一
九
五
六
年
）　

宮
城
衛
編
曲
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

Ｄ　

全
音
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ー
スV

-20

（
一
九
五
〇
年
代
）
日
比

ウ
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野
愛
次
編
曲
。

Ｅ　

兎
塚
龍
夫
、
篠
崎
弘
嗣
、
鷲
見
三
郎
編
『
新
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

教
本
３
・
４　

ピ
ア
ノ
伴
奏
譜
』（
一
九
六
五
年
四
月
、
音
楽
之
友

社
）
所
収

〔
録
音
資
料
〕  （
註
２
）

　

Ｆ　

黒
柳
守
綱
と
宮
城
道
雄
に
よ
る
演
奏
（
一
九
五
〇
年
代
）

Ｇ　

ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
フ
デ
チ
ェ
ッ
ク
と
宮
下
伸
に
よ
る
演
奏

（
一
九
七
六
年
十
二
月
録
音
）　

宮
下
伸
編
曲
。

　

Ａ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
尺
八
と
箏
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
最
も
古
い
録
音

（
吉
田
晴
風
尺
八
、
宮
城
道
雄
箏
、
一
九
三
〇
）
と
比
べ
る
と
、
譜
例
１

の
よ
う
な
リ
ズ
ム
の
相
違
が
目
を
引
く
（
下
段
が
Ａ
）。
し
か
し
、
 Ａ’
を

見
る
と
全
て
譜
例
上
段
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
尺
八
の

演
奏
を
五
線
に
写
し
と
る
際
の
試
行
錯
誤
の
跡
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

 Ａ’
で
は
こ
の
よ
う
な
音
の
修
正
と
ス
ラ
ー
や
テ
ヌ
ー
ト
等
の
加
筆

の
ほ
か
に
、
旧
版
（
譜
例
２
ア
）
で
箏
の
独
奏
だ
っ
た
第
六
一
小
節

か
ら
六
六
小
節
ま
で
の
間
に
、
尺
八
を
入
れ
る
と
い
う
改
訂
が
見
ら

れ
る
（
譜
例
２
イ
）。

　

Ｂ
は
、
五
線
譜
の
ス
コ
ア
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、
箏
の
パ
ー
ト
が
実
音
で
な
く
全
音
高
く

記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
、
 Ａ’
と
大
き
な
差
異
は
な
い
。
注
目
す
べ

き
は
こ
れ
に
付
属
し
て
い
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
譜
が
、
ピ
ッ
ツ
ィ

カ
ー
ト
や
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
が
多
用
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
専
用
の
、
シ
ュ

メ
ー
版
に
か
な
り
近
い
楽
譜
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
は
箏
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
イ
オ

譜
例
１
（
ア
・
イ
＝
尺
八　

ウ
・
エ
＝
箏
）

ア

イ

ウ

エ
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リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
楽
譜
に
つ
い
て
も
簡
単
に

触
れ
て
お
く
。
Ｃ
は
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ま
た
は
フ
ル
ー

ト
の
た
め
に
編
曲
さ
れ
た
も
の

で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
法
の

指
示
は
見
ら
れ
な
い
。
Ｄ
は
新

交
響
楽
団
（
の
ち
日
本
交
響
楽

団
、
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）
の

コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
た
日
比
野
愛
次
の
編

曲
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ー

ス
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
出

版
さ
れ
た
。
シ
ュ
メ
ー
編
曲
と

も
Ｃ
と
も
異
な
る（
註
３
）。
前
書

き
に
シ
ュ
メ
ー
と
宮
城
に
よ
る

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
に
接
し

た
印
象
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

参
考
に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る

が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習
う
子

供
や
愛
好
者
が
弾
く
の
に
は
難

し
す
ぎ
る
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
や
ピ

ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
を
避
け
て
い
る
。

譜
例
２
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Ｅ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
教
則
本
で
、
編
曲
者
は
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

ピ
ア
ノ
パ
ー
ト
は
Ｃ
に
酷
似
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
パ
ー
ト
は
Ｃ
を

も
と
に
、
お
そ
ら
く
Ｄ
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
習
得
中
の

生
徒
が
弾
い
て
無
理
が
な
い
程
度
に
ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
な
ど
の
指
示
を
書

き
入
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
録
音
資
料
を
検
討
す
る
。
Ｆ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ

ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
を
務
め
た
黒
柳
と
宮
城
の
演
奏
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
た

め
の
録
音
で
あ
る
。
お
お
む
ね
Ｂ
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
て
お
り
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
は
付
録
パ
ー
ト
譜
に
類
似
し
て
い
る
が
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
を
使
う

場
所
な
ど
に
演
奏
者
独
自
の
工
夫
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｇ
は
箏
の
パ
ー
ト
に
編
曲
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

パ
ー
ト
は
Ｂ
の
付
録
パ
ー
ト
譜
に
近
い
。

　

次
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
尺
八
版
（

 Ａ’
お
よ
び
Ｂ
）
ス
コ
ア
と
シ
ュ
メ
ー

版
、
シ
ュ
メ
ー
版
に
非
常
に
近
い
Ｂ
の
パ
ー
ト
譜
の
差
異
を
検
討
し
て
得

ら
れ
た
シ
ュ
メ
ー
版
の
特
徴
を
挙
げ
る
。

ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
と
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
の
使
用

　

シ
ュ
メ
ー
の
編
曲
は
、
ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
と
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
（
フ

ラ
ジ
オ
レ
ッ
ト
）
を
多
用
し
て
、
音
色
に
変
化
を
持
た
せ
て
い
る
。

ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
は
尺
八
の
音
を
、
ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
は
箏
を
模
し
て
、

掛
け
合
い
を
楽
し
む
趣
向
と
考
え
ら
れ
る
。
ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
の
部

分
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
げ
て
演
奏
し
、
音
が
高
す
ぎ

て
余
韻
が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
の

を
避
け
て
い
る
。
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス

に
つ
い
て
は
、
開
放
弦
か
ら
得
ら

れ
る
自
然
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
と
指
で

押
さ
え
た
音
か
ら
得
ら
れ
る
技
巧

ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
の
い
ず
れ
を
使
っ

て
い
る
か
、
録
音
を
聞
い
た
だ
け

で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
譜
例
３

な
ど
の
よ
う
に
原
曲
の
音
高
を

あ
え
て
変
え
て
い
る
箇
所
が
あ
り
（
第
一
八
、一
一
二
小
節
）、
鳴
り
や

す
く
豊
か
な
響
き
を
作
れ
る
自
然
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
を
な
る
べ
く
使
お

う
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
の
部
分
の
場

合
、
技
巧
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
を
使
え
ば
、
原
曲
よ
り
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
高

い
音
が
出
る
音
域
で
、
旋
律
の
高
低
は
変
え
ず
に
旋
律
が
奏
で
ら
れ

る
。
Ｂ
の
パ
ー
ト
譜
は
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
記
譜
さ
れ
て
い
る（
譜

例
３
）。
し
か
し
、
シ
ュ
メ
ー
が
目
指
し
た
の
は
忠
実
な
ト
ラ
ン
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
よ
り
聴
き
映
え
の
す
る
編
曲
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
推
論
に
基
づ
き
、
掲
載
楽
譜
の
よ
う
な
ス
コ
ア
を
作
成
し
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
パ
ー
ト
の
活
躍
と
箏
パ
ー
ト
の
唯
一
の
改
変

　

シ
ュ
メ
ー
版
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
尺
八
版
の
尺
八
パ
ー
ト
よ
り
も
活
躍

す
る
。
尺
八
版
で
は
箏
だ
け
が
ソ
ロ
で
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ヴ
ァ

譜
例
３
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イ
オ
リ
ン
が
旋
律
を
奏
で
、
出
番
が
多
い
。
こ
と
に
シ
ュ
メ
ー
版
で
は
、

第
六
三
小
節
か
ら
第
六
六
小
節
に
か
け
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
で
箏
が
弾
い

て
い
た
主
要
な
パ
ッ
セ
ー
ジ
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
弾
き
、
箏
が
合
い
の
手

に
ま
わ
っ
て
い
る
（
譜
例
２
ウ
）
が
、
作
曲
者
自
身
の
生
前
に
出
版
さ
れ

て
い
る
Ｂ
で
も
、
別
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
共
演
し
た
Ｆ
で
も
、
こ
の

部
分
で
箏
が
合
い
の
手
に
徹
す
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
と
に
Ｆ

お
よ
び
Ｂ
の
ス
コ
ア
と
パ
ー
ト
譜
を
用
い
る
場
合
の
六
三
、六
五
小
節
は
、

シ
ュ
メ
ー
版
と
同
じ
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
原
曲
か
ら
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
が

っ
て
い
る
た
め
、
箏
と
同
音
で
重
な
っ
て
し
ま
う
（
譜
例
２
エ
）。
作
曲

家
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
共
演
し
た
録
音
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
な

い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
は
か
な
り
即
興
的
に

自
由
に
弾
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
も
、
箏
の
パ
ー
ト
は
基
本
的
に
は
あ
ま
り

変
化
を
加
え
な
い
方
針
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
、
シ
ュ
メ
ー
と
宮
城
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
箏
に
も
編
曲
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
の
は
、
異
例
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

掲
載
ス
コ
ア
に
つ
い
て

　

最
後
に
シ
ュ
メ
ー
の
録
音
を
採
譜
し
た
ス
コ
ア
を
掲
載
す
る
。
東
京
オ

ペ
ラ
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
五
線
譜
に
描

い
た
夢　

日
本
近
代
音
楽
の
一
五
〇
年
」
展
（
二
〇
一
三
年
十
月
十
一
日

〜
十
二
月
二
三
日
）
の
一
環
で
行
わ
れ
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
二
〇
一
三

年
十
一
月
十
六
日
）
の
た
め
に
作
成
し
た
楽
譜
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
同
じ
パ
ッ
セ
ー
ジ
が
二
度
目
に

出
現
す
る
際
に
音
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
演
奏
時
に
た
ま
た
ま
違
う
音
を

弾
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
え
て
修
正
は
せ
ず

に
、
そ
の
ま
ま
楽
譜
に
起
こ
し
、
尺
八
版
（

 Ａ’
）
と
比
べ
て
異
な
っ
て
い

る
部
分
に
次
の
よ
う
な
印
を
付
け
て
示
し
た
。

①　

ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
ト
を
用
い
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
げ
る

②　

自
然
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
使
用
に
伴
い
音
を
変
更

③　

ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
使
用
（
ａ 

原
曲
と
比
べ
て
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
の

音
が
鳴
る
、
ｂ 

二
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
の
音
が
鳴
る
）。
旋
律
の
音
程
関

係
は
変
わ
ら
な
い

④
ａ　

独
奏
的
役
割
を
箏
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
交
替

④
ｂ　

原
曲
で
は
箏
の
み
に
現
れ
る
旋
律
を
ユ
ニ
ゾ
ン
で
補
強

⑤　

音
高
の
相
違
（
①
〜
④
以
外
）

⑥　

リ
ズ
ム
の
相
違

　

補
足
説
明
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
表
に
ま
と
め
た
。
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（
註
１
）　

Ａ
の
初
版
と
第
二
版
の
間
の
一
九
三
二
年
に
シ
ュ
メ
ー
版
の

録
音
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
第
二
版
で
あ
る
。
Ｂ
、
Ｃ
は
絶
版
。
Ｄ
は
『
標
準
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
名
曲
集
１
』（
全
音
楽
譜
出
版
、
二
〇
一
三
年
十
月
）
に
収

録
さ
れ
た
。

（
註
２
）　

Ｆ
は
一
九
七
五
年
十
一
月
に
吉
川
英
史
、
宮
城
喜
代
子
監

修
『
宮
城
道
雄
大
全
集
』
の
「
補
遺
篇　

名
演
奏
復
刻
盤　

戦

後
放
送
篇
」（
ビ
ク
タ
ー
音
楽
産
業
、SJL-2230

）
で
Ｌ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
と
し
て
発
売
さ
れ
、
Ｃ
Ｄ
で
は
日
本
伝
統
文
化
振
興
財

団
に
よ
る
『
春
の
海
ベ
ス
ト
』（
二
〇
一
三
年
、V

Z
C
G

-787

）

に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
初
録
音

（
一
九
三
〇
）
で
あ
る
吉
田
晴
風
（
尺
八
）
と
宮
城
に
よ
る
演
奏
、

シ
ュ
メ
ー
と
宮
城
に
よ
る
録
音
（
一
九
三
二
）
な
ど
も
聴
く
こ

と
が
で
き
る
。

（
註
３
）　

こ
の
編
曲
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
初
版
（
Ａ
）
と
思
わ

れ
、
一
六
分
音
符
の
三
連
符

の
装
飾
が
少
な
く
（
一
〇
回

中
四
回
は
三
連
符
が
用
い
ら

れ
て
い
る
）、
譜
例
２
ア
で

示
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
第

六
一
〜
六
六
小
節
が
ピ
ア
ノ

独
奏
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

第
四
〇
小
節
に
お
い
て
譜
例

４
の
よ
う
に
五
連
符
を
用
い

て
い
る
と
こ
ろ
が
他
の
版

に
見
ら
れ
な
い
点
で
、
Ｅ
に

も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ッ

小節

7 原曲のリズムは譜例アを参照

18、112 原曲の音高は譜例３を参照

24 原曲の旋律は譜例１を参照

26 原曲では 1オクターヴ上

29 原曲では 2点ホ音

43、70 原曲のリズムは付点八分音符+16 分音符 +八分音符

44、71 原曲では 3点ホ音

48 原曲では 47 小節と同じ（74 も同様）

52 78 小節と同様になるはずだったのではないかと思われる

60 原曲では最後が八分休符ではなく、16 分音符の 1点イ音二つ

63 〜 66 譜例 2を参照

譜
例
４
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ツ
ィ
カ
ー
ト
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
を
用
い
て
い
る
が
、
シ
ュ
メ
ー

版
よ
り
は
か
な
り
少
な
い
。

※
一
は
森
本
美
恵
子
、
二
は
末
永
理
恵
子
が
執
筆
し
た
。
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